
 [事案 23－210] 既払込保険料返還請求 
・平成 24年 4月 25日 裁定終了 

＜事案の概要＞ 

入院給付金を請求したところ、告知義務違反が判明し、保険会社より契約を解除された

が、その際に、既払込保険料が返還されないことを不服として、解除までに支払った保険

料の返還を求めて申立てがあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成 21年 3月に加入した疾病保険につき、翌年 1月に入院給付金を請求したところ、告

知義務違反が判明し、保険会社より契約を解除されたが、本契約の約款には、告知義務違

反によって解除された場合には既払込保険料を没収するとの文言は記載されていないので、

保険料を返還してほしい。 
＜保険会社の主張＞ 

申立契約の約款には、告知義務違反による解除について、「会社は将来に向かって保険契

約を解除します」と規定されており、申立人の請求に応ずることはできない。 

＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では、当事者から提出された申立書、答弁書等の内容にもとづき審理した結

果、下記のとおり申立内容は認められないことから、指定（外国）生命保険業務紛争解決

機関「業務規程」第 37条にもとづき、裁定書をもってその理由を明らかにして裁定手続を

終了した。 

(1)生命保険契約は附合契約【注】であり、契約の内容は約款の定めによって決まるが、約 

   款には、保険会社が契約関係を将来に向かって消滅させることができることが定められ 

  ている。この規定から、告知義務違反による契約の解除の場合には、それ以前の契約関 

  係を契約締結時に遡って消滅させるわけではなく、解除によって、保険契約者の保険料 

 払込義務は免除されず、既払込保険料の返還請求権がないことは明らかである。 

(2)申立人は、契約締結時、告知義務違反による契約解除の場合には保険料の払戻しがない 

  旨の説明がなかったと主張しているが、附合契約である以上、仮に募集人から説明がな 

   かったとしても当事者間の法律関係は約款の内容に拘束されるので、結論には影響を与 

   えない。 
【注】附合契約とは、大量かつ定型的取引において、契約当事者の一方が予め定めた契約条項（普通契約約款）

を、相手方が包括的に承認することによって成立する契約のことです。相手方は約款の各条項の内容を具

体的に知らなくても約款に拘束されると解されています。 

 

 


